
 

 

 

人口 

約 34229人 

平成 27年度末 

緩やかに微増 

面積 65㎢ 

（大田区 59 ㎢） 

 

 空港と企業が

あり、平成の大

合併で他自治体

との合併は検討

されなかった経

緯があると聞き

取ったが、平成

20年前後に熊本

市・益城町合併

 

朝日新聞デジタル 2016 年 4 月 15 日  

 

この活動は日本財団から助成を受けています 



協議会設置の検討がされ平成 21年 4月に住民投票を実施。投票率 73.16％、反対 10447票、

賛成 7852票であったことを確認。 

 熊本市は平成 24年に政令指定都市となっている。 

 益城町の高齢化率は平成 18年に 21.5％（後期 10.5％）、平成 26年 25.3％（後期 13.0％）

と推移。 

 校区別の高齢化状況が把握されており、飯野、津森、福田地区が 35％前後と高い高齢化

率で、木山（27％）、広安（21％）と続いている 

西部圏域地域包括支援センター（愛称こころねっと）は、今年 4月から特養ひろやす荘な

どを運営してきた社会福祉法人慈光会に委託された。受託後 2週間の 4月 14日に被災。 

 

活動内容 

 朝 9時前にひろやす荘の包括支援センターへ出勤。 

 設置順に仮設住宅の戸別訪問を実施し、高齢者の実態把握をする。 

 どれくらいの頻度で包括がかかわったらよいかの判断をする必要もあり、短い時間の中

でアセスメントをする力も求められる。記録作成の作業時間を頭に入れながら 17時には終

了、退出し、熊本市内の拠点に戻ってから 3か所に報告メールを送信して一日終了。 

 次の班の引き継ぎ日には引き継ぎ書を作成して派遣活動が終了する。 

 滞在中は、広安、津森、テクノの 3か所の仮設を訪問。 

 



私の印象では、皆さん受け入れをよくしてくださり、訪問のしにくさを感じることはあり

ませんでした。 

 ただ、包括の職員も懸念していた詐欺まがいの訪問などの発生があり、家族から「だれが

訪ねても応じるな」というようなことを受けていらっしゃるのかと思われるお宅もありま

した。 

 

 

 

滞在中、家電の寄贈の

案内を確認。選択形式

で既に購入しているも

のと重ならないように

している。 

 

他に、カット、お茶っこ、

ゴスペルコンサート、

被災地障害者センター

くまもと、小規模搬出

等のお手伝い、などの

案内が掲示板に張り出

されていた。 

 

 

 

 

 

 

○ 仮設の玄関先の様子から「若い世帯に違いない」と思っても、お年寄りが留守をされて

いるということもあり、全戸調査の必要性を改めて感じた。 

○ 「介護保険？もう済ましたよ」という話を伺うことが何度かあったが、認定申請をした

ということでなく、減免申請（他の社会保険制度等の場合も）などの可能性に注意。 

○ また認定の有効期間も延長が認められている。ほかに 40 件以上のケアプラン作成で減

算はされない等。http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000123214.html 

○ 益城町の介護保険証は黄色でした。 

 

2016年 9月 24日大島了作成 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000123214.html

